


































聴力検査：右 86.3 ｄ B, 左 68.8 ｄ B の感音難聴を認
めた（図2）．








図１，中咽頭レベルで左側中咽頭側壁の突出が著明で、上気道狭窄を認めた。図1   中咽頭レベルで左 中咽頭側壁の突出が著明で、
上気道狭窄を認めた．
図2  聴力検査 右86.3dB, 左68.8dB の感音難聴を認めた










た．一部に核の nuclear palisading を認めた．免
疫染色で紡錘形細胞は S-100 protein にびまん性に




















図3   造影MRI所見：両側副咽頭間隙
に巨大な腫瘍を認めた
図４ 造影MRI所見：両側聴神経腫瘍を認めた図4  造影MRI所見：両 腫瘍を認めた








図6   術後電子スコープ所見：左側中咽頭側壁の突出は不
明瞭、喉頭は明視でき、上気道狭窄を認めない















発症年齢は 10 歳代から 20 歳代が多い．病型は 2
つに分けられ，Wishart type は若年で発症し，両側
聴神経腫瘍以外にも多数の神経系腫瘍を生じる．
腫瘍の成長も比較的早い．Gardner type は 25 歳以
降に発症し，両側の聴神経腫瘍以外の腫瘍は少な













Mikkel ら 1）によると，12例の NF2に対して，2週
間ごとに10mg/kg，あるいは3週間ごとに15mg/kg，
Bevacizumab を投与し，6例で MRI 上聴神経腫瘍の
縮小を認めた．9 例中 3 例で他覚的に聴力改善をみ
とめ，10例中5例で自覚的に聴力改善を認めた．
また，Scott R. Plotkin2）らは，10 例の NF2 に対
して Bevacizumab を投与し，6 例で画像上の縮
小所見有り，7 例中 4 例で聴力が改善したと報告
し，語音明瞭度改善は特筆すべきことであると考
察している．更に追加研究で 31 例の NF2 に対して
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行った 7 例と人工内耳を行った 2 例を比較し，聴性
脳幹インプラントを行った 7 例では最高でも語音聴
取成績が 31％であったのに対して，人工内耳を行
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